
鴨川納涼床について

条例

（鴨川納涼床に係る審査基準）

第１４条 知事は、鴨川納涼床（鴨川の右岸の二条大橋から五条大橋までの区間にお

いて、飲食を提供するために設置される高床形式の仮設の工作物をいう ）に係る。

河川法に基づく許可の審査基準を、鴨川の良好な景観の形成に配慮して定めるもの

とする。

１ 鴨川納涼床審査基準

①床の高さ

②床の張り出し

③床の造り及び色彩

④床の「手すり」

⑤「すじかい 「ぬき 「すだれ掛け 「よしず掛け」等」、 」、 」、

⑥その他

２ 納涼床店舗数

平成２４年度 ９３店舗

３ 納涼床占用期間

毎年 ５月１日から９月３０日 （設置撤去期間は前後１５日間）

４ 占用者

京都鴨川納涼床協同組合

５ 審査の主なポイント

① 床の在基部の処理

納涼床の未設置期間の河川利用者の安全等を考慮し、在基部やボルトが河床に突出

した状態にならないよう処理する。

② 「すじかい 「ぬき」など」、

治水上の安全性を出来る限り高めるために、阻害物や流木などが掛かりやすいもの

は設置しないようにするため、流水の直角方向や低い位置には設けない。

③ 納涼床の部材の色彩

調和のある伝統的な納涼床の景観としていくために、原則木質素材色による塗装を

施す。

④ 床の張り出し

圧迫感や物品の落下等を避け、高水敷の利用者への影響を考慮する。
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■改善が必要な事例等

① 床の在基部の処理

ボルトが河床に突出している事例

②「ほおづえ 「ぬき」 ③「すじかい」」

「ぬき」の位置が低く２段設置されている 川の流水方向に直角に設けられている

④納涼床の部材の色彩 ⑤その他

木質素材色になっていない 隣り合う床の高さが揃っていない
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■ 望ましい設置事例

「ぬき 「すじかい 「ほおづえ」」 」

の設置が適正

隣り合う床の高さが配慮されている

床撤去後の在基部の処理がされている
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